
平成22年度事業計画
及び歳入歳出予算(案)の概要

医療施設特別会計



１．赤十字病院の概要

●

赤十字病院分布図（平成22年1月末現在）
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・病院 92
・診療所 6

日本の総病院数：8,794
・国（独法含む） 276
・地方自治体 999
・日本赤十字社 92
・私立学校法人 108
・医療法人 5,728
・その他 1,591



深刻な医療問題・メディア報道

●医師不足、救急受入困難等「医療崩壊」の社会問題化継続



■救命救急センター ３４施設[内高度３]（ ２１８）

■救急告示 ８７施設（４,３７０）

■ドクターヘリ ２施設（ １５）

■災害拠点病院 ５８施設（ ５８２）

■総合周産期母子医療センター ９施設（ ７５）

■へき地医療拠点病院 １３施設（ １９８）

■地域がん診療拠点病院 ３８施設（ ３７５）

■臨床研修病院 ７８施設（２,３９３）

■ＤＰＣ対象病院 ６２施設（１,２８３）

日赤の施設数のみH22.１現在 (    )は全国の施設数（H21.1現在）

２．赤十字病院の公的特色



３．医療提供体制の充実と赤十字病院の特色発揮

公的医療機関としての役割

・地域医療における中核的病院機能

・４疾病５事業等、政策医療への対応

４疾病：がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病

５事業：救急医療、災害医療、へき地医療、

周産期医療、小児医療

赤十字としての特色を発揮した事業強化

・「赤十字病院としての機能に関する自己
評価」の実施と活用

・国内外の医療救援、災害救護活動の拡充

・各赤十字事業との連携の強化

ハイチ地震
緊急救援



４．グループメリットの推進
事 業 内 容

一法人としての事務処理
予算・決算、会計処理の統一、給与の統一、
医療施設内組織・規模の調整

資金の有効活用
病院建物建設資金、病院財政調整事業資金、医療
事業資金の有効活用

共同購入 大型医療機器、医療用ベッド等の共同購入

システムの統一と情報の共有化
人事・給与システム、会計システムの統一による
データの標準化と共有化

図書室機能の強化
「日本赤十字社医学図書館」の有効活用及び機能
の充実

医療安全対策
医療事故・紛争対応ガイドラインの作成
医療事故・紛争担当者研修会等の開催

医師の臨床研修
初期臨床研修の充実、臨床研修指導医養成、後期
臨床研修の推進、教育体制の整備

医師の確保 医師派遣拠点病院の拡大、医師派遣事業



５．赤十字病院運営の健全化
経営状況の推移（施設勘定・医業収支）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度決算見込み 平成22年度予算

収
支
の
背
景

診療報酬改定

-3.16%

診療報酬 -1.36%
薬価等 -1.80%

医療施設特別会計規則
等の改正

診療報酬改定

-0.82%

診療報酬 +0.38%
薬価等 -1.20% 

診療報酬改定

+0.19%

診療報酬 +1.55%
薬価等 -1.36%

-300

-250

-200

-150

-100

-50

0

50

100

6,500

6,700

6,900

7,100

7,300

7,500

7,700

7,900

8,100

8,300

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度決算見込み 平成22年度予算

（億円）（億円）

医業収益

医業費用

医業収支差引額

△187億円

△89億円

△41億円

△138億円

△51億円



６．赤十字病院の今後の在り方について

病院経営管理委員会（平成21年度）

・閉鎖等を検討する病院の具体的基準に基づき、

対象病院の選定（３病院）

・対象病院における縮小、機能転換、統合、移管、

閉鎖等の具体的対応方針の策定及び運営形態

見直し案の検討

今後の方針（平成22年度～）

・対象病院の運営形態見直し及び進捗管理

・閉鎖等を検討する対象病院の再選定

・対象病院の統合、移管、閉鎖等の検討

500床 300床

病院規模の縮小、機能転換

A 赤十字病院 B 病院

C 赤十字病院

病院の統合



７．地域医療の確保

地域医療再生事業
地域の医療課題の解決に向けて、都道府県が定める

「地域医療再生計画」に基づく対象地域全体への国庫補助事業

＜事業概要＞
○対象地域:二次医療圏を基本とする地域

○対象事業:地域の実情に応じて自由に事

業を決定。ただし、医師確保

事業は必須要件。

○計画期間:平成25年度までの５年間

○予算総額:2,350億円(25億円×94地域)

＜事 業 例＞
○医療機能の強化

・地域医療ネットワークの構築

・新生児集中治療室やIT基盤等施設設備の整備

○医師等の業務負担の軽減

・医師事務作業補助者の設置等

○医師・看護師等の養成力強化

○医師不足地域への医師派遣

23の赤十字病院が地域医療再生計画に参画



８．国からの財政支援等

１ ． 耐 震 化 臨 時 特 例 交 付 金

２．定住自立圏等民間投資促進交付金

３．特別交付税措置による病院支援

○総予算額・・・約1,222億円
○対 象・・・災害拠点病院等の耐震化整備（新築、増改築、補強工事）

⇒６つの赤十字病院への助成が決定（１病院あたり約４億円～１２億円）

○総予算額・・・約550億円
○対 象・・・医療、福祉、交通機能等、暮らしに必要な都市機能を充実さ

せるための施設又は設備整備（増改築、機能強化等）

⇒１１の赤十字病院が交付申請中

○総予算額・・・約3,630億円
○対 象・・・公立病院又は公立病院を設置していない市町村にある公的

病院等で、不採算地区病院、産科・小児科・救急医療等、公立病

院と同等の機能を提供する病院（H22年度は民間病院まで助成対象を拡大予定）

⇒９つの赤十字病院が、市町村から助成する旨（又は前向きに検討する旨）
の回答を得る

財政支援



９．安全・安心な医療提供体制の構築

効果的・効率的な研修体系の構築

・ｅ-ラーニングを活用した研修の実施

・全国各ブロックにおける合同研修会の開催

医療安全対策・院内感染対策の推進

＜e-ラーニングを活用した
医療安全管理者研修＞

＜ブロックにおける医療安全推進担当者
研修会（熊本赤十字病院）＞



１０．医療に携わる人材の育成・確保
赤十字病院の教育機能の向上

医師の育成
・医師の研修環境の整備

・臨床研修に関する指導体制の強化

・赤十字医療施設間における連携臨床研修の推進

医師の確保
・医師派遣拠点病院からの支援の継続

・退職医師等登録・紹介システムの継続

・女性医師が働きやすい環境の整備

赤十字教育施設の運営強化
・学生確保の対策

・看護基礎教育の充実

＜臨床研修指導医養成講習会＞

＜平成22年度看護従事者養成数＞

職種 学年定員 内訳 （人）

看護師 1,435 専門学校 17校 690

大学 6校 665

短期大学１校 80

助産師 70
助産師学校 1校

看護学部4年次編入1校
大学院修士課程２校

40

5

25

保健師 705 大学 6校 705



看護職員
の育成

看護実践者、新人看護職員、指導者、

看護管理者、看護教員、国際活動希望者

１１．看護職員の確保と能力向上

看護職員の確保と定着促進

専門職としてのキャリア開発

幹部看護師研修センターの研修体制の充実

研修の充実、広報活動の強化

魅力ある職場づくり



１２．医療施設特別会計 収益的収入のあらまし

平成21年度決算見込み 平成22年度予算 増減率

収益的収入合計 8,385億円 → 8,759億円 4.5%

医業収益
7,999億円→8,323億円 4.0%

入院診療収益
［ 5,451億円 → 5,675億円 ］ 4.1%

外来診療収益
［ 2,168億円 → 2,244億円 ］ 3.5%

入院診療及び外来診療収益以外の
医業収益
［ 379億円 → 403億円 ］ 6.3%

本社収益
［ 4.5億円 → 3.9億円 ］ △13.9%

(億円）
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１３．医療施設特別会計 収益的支出のあらまし
本社費用
［ 6.3億円 → 6.9億円 ］ 8.8%

材料費
［ 2,261億円 → 2,301億円 ］ 1.8%

給与費
［ 4,169億円 → 4,310億円 ］ 3.4%

委託費
［ 517億円 → 525億円 ］ 1.6%

設備関係費
［ 757億円 → 831億円 ］ 9.8%

研修研究費
［ 28億円 → 29億円 ］ 5.6%

経費
［ 355億円 → 365億円 ］ 3.0%

(億円）

平成21年度決算見込み 平成22年度予算 増減率

収益的支出合計 8,497億円 → 8,858億円 4.2%

収 支 差 引 額 △112億円 → △99億円

黒字施設 30施設 80億円 → 45施設 61億円

赤字施設 60施設 △191億円 → 45施設 △157億円

医業費用
8,089億円→8,365億円 3.4%
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１４．医療施設特別会計 資本的収支のあらまし

資本的収入 1,080億円

資本的支出 1,080億円

・足利赤十字病院移転新築工事 212億円
・山田赤十字病院移転新築工事 199億円
・福岡赤十字病院病棟等増改築工事 118億円 他

山田赤十字病院移転新築工事 （完成イメージ図）

資本的収支とは・・
病院建設や医療機器等の整備
にあたっての収入・支出の状況
を表したものです。

平成22年度の主な施設整備事業（総額）


